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ニュースレターの刊行に際してニュースレターの刊行に際して

空気中に浮遊するごく微小な水滴が霧のもとで、大き

さは一般的な雨粒の1/100程度です。気象庁では水平に見

通せる距離〔視程〕が1km未満のときに霧としています。

もちろん、空気中に浮遊する水滴が多ければ多いほど

“濃い”霧となり、見通せる距離は小さくなります。

霧の成因は多くの水蒸気を含む空気が冷やされて気温が

下がるか、あるいは多くの水蒸気を含む空気と混合する

ことなどによるものです。こうしたことから、霧は気温

が下がる夜間から早朝にかけて発生しやすく、気温が上

がる日中になると消散する日変化がみられます。

また、海面水温の低い海に近い場所や川や湖の近く、山

に囲まれた盆地などでもしばしば発生します。気温の低

下と関係が深いことから、季節的には春と秋に多く発生

します。例えば、北海道東部の沿岸地方では初夏の頃、

冷たい海面の上に暖かく湿った空気が流れ込んで来ると

海面から冷やされて霧が発生します。これが海霧あるい

は移流霧とよばれるものです。内陸の盆地でも地表付近

にある湿った空気が冷やされて霧が発生することがあり

ます。これが盆地霧あるいは放射霧とよばれるものです。

一方、暖かい海面や湖面、川面の上に冷たい空気が移動

してきた場合は、海面や湖面、川面からの蒸発により霧

が発生します。川霧あるいは蒸発霧などとよばれるもの

です。このほかにも、湿った空気が山や丘を這い上がる

ときに生じる霧もあります。

霧は私たちの生活に大きな影響を与えることがありま

す。濃い霧で視程が著しく悪くなると、鉄道や航空機、

船舶などの運行に大きな支障が生じることがあります。

最近では霧による大きな事故は起こっていませんが、昭

和30〔1955〕年5月11日の朝、濃霧の香川県高松港沖で当

時の宇高連絡船紫雲丸と第三宇高丸が衝突、紫雲丸が沈

没して、修学旅行の児童生徒100余名を含む168名もの犠

牲者を出した紫雲丸事故はあまりにも有名です。

現在の進んだ気象の予測技術では霧の発生もある程度

は予測可能になりつつありますが、発生の時間帯や場所

を精度良く予測することはまだまだ困難な状況です。
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台風が日本に近づいてくる時に、台風の動きの予想を

描いた「台風経路図」はよく目にされると思います。確

かに台風の動き・進路も大事ですが、お住まいの地域が

暴風域に入るのか？それはいつ頃なのか？ということも

とても重要な情報です。暴風域では風速25メートル以上

という立っていられないほどの風が吹くため、安全に避

難するには暴風域に入る前に行動する必要があるからで

す。それには気象庁の台風情報のぺージの「暴風域に入

る確率」が参考になります。まず右上のような分布図が

表示されます。5日先までの暴風域に入る確率が色分け

して表示されており、確率の高い地域が概観できます。

ただし、確率が低い地域でも、台風の進行方向では台風

が近づくにつれて確率が高くなりますので油断は禁物で

す。また、予報時間が長くなると確率が低くなりますが

必ずしも台風が弱くなるわけではありません。

さらに確認したい地域をクリックすると、下の図のよ

うな時系列のグラフが表示され、暴風域に入るおよその

時間帯を知ることもできます。

暴風域に入る可能

性がある地域には、

様々なメディアを通

じて警戒すべき時間

帯が伝えられますが

これらのデータを使

えば、自分でも調べ

ることもができます。

台風に関する情報は

最新のデータを確認

するようにしてくだ

さい。

掲載内容へのご意見、 そのほかサービスに関するご相談・ご要望等ございましたらお気軽にご連絡ください。
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２回の東京オリンピックの気象について
～100年前の8月に東京オリンピックが行われていたら？

暴風域に入る確率 表示例（気象庁HPより）
（与那国島地方令和3年7月20日午後9時のデータに加筆）

東京2020オリンピック競技大会が7月23日から8月8日

にかけて開催されました。東京での開催は、1964年以来

のことでした。東京でのこの時期の開催は「猛暑の中」

と言われましたが、前回の1964年の開催時の気温と比較

してみましょう。前回は、10月開催でしたので比較する

までもありませんが、違いがどれくらいあるのかを見て

みましょう。 左下の図に大会期間中の東京における最

高最低気温を示しました。さすがに、2021年は毎日のよ

うに30度を超えて35度の猛暑日に迫る日もありました。

屋外でのスポーツに適していたとは言い難いでしょうか。

最低気温も25度前後で、熱帯夜の日もありました。一方、

1964年の開催時は、10月は「スポーツの秋」と言われる

くらいですので、スポーツに適した気温とおもわれる20

度前後の最高気温が多いです。最低気温の方は、10度を

割った日もあって、肌寒いときもあったようです。開催

時期が違うので、比べること自体が意味がなかったかも

しれません。

ところで、もし100年前の同じ時期に東京オリンピッ

クが行われていたらどうだったでしょうか。右下の図に、

100年前（1921年）と同じ日の東京の最高気温と最低気

温を比べてみました。100年前は、最高気温が30度を超

える日も少なく、最低気温も20度を少し超えるくらいで

した。もし100年前の同じ時期に開催したとしたら、今

年の大会よりはかなり“猛暑対策”は少なくてすんでい

たでしょう。この要因としては、日々の天気の状況もあ

るのですが、東京の都市化による気温上昇に加えまして、

背景条件として地球温暖化があるのでしょう。地球温暖

化がこのまま進みますと、100年後の東京はどんな気温

となっているでしょう。また、その時にオリンピックが

東京で開催できるのでしょうか・・・？
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